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れない.イギリスの人々のホリデイの過ごし方は，われ

われのようにワサワサと走り見歩くのと大分違って

-2 週間同じところに滞在してボウ{としたり，その近

辺を歩きまわるのが多い.駅の構内には手押し車もふん

だんにおいてあり，列車内も車両ごとに大きな荷物の専

用置場がある.家族で動くのにさほど不自由はない.自

転車でももち込むこともできる.こうし、った細かし、配慮

が旅を快適にしてくれる.そりゃ，現地で車があれば，

便利には違いない.遠距離の旅には， !r:;)S列車で目的地

まで車を運んでくれるそートレイルのサービスもある.

9 月に，国鉄からファミリー・レイノレ力ード・サーベ

イと名うって 6 ベージ 19項目にもわたる詳しいアンケ

ート用紙が送られてきた.どんな旅に何人で使ったか，

何曜に出て何曜にもどったか， レイルカードがあるから

汽車を使ったのか，帰りも汽車か，やはり事でゆけば良

かったと思うか， 25マイル以上の旅をするときはレール

カードがなければ何を利用するか，カ{ドを購入する気

になった動機は，などとかなり対車を意識した質問事項

が並べられている.

また 9 月には家族旅行とは限定せず，夫婦，あるい

は恋人用にと，大人 1 人分を払えば，もう l 人はー率50

ベンスとし、う新たな切符も売り出された.これはカード

もいらず手軽である.

省エネのソフ卜

日本でも旅が喧伝される.私なども中高生(大学生に

というより)に 1 人あるいは 2 人くらいで，寝袋でもか

編集後記惨最近やっと冬らしくなったものの，今冬は

暖冬でかなりしのぎやすいようです.省エネルギーの面

からみると，この暖かさは相当な貢献をじているようで

す.一方，国際情勢は中東地域を中心に一段と厳しい冬

に向っているように思えます.砂エレクトロニクス技術

の進歩や，資源問題などをめぐって，社会や産業の構造

つぎながら安くて濃い旅をもっとたくさんしてほしいと

思う.それにはいくら学割を使うとしても運賃が高すぎ

る. 日本の国鉄の事情では， 余裕のないこともわかる

が，運賃の決め方には文化政策的な面からも多様性をも

ってほしいと思う.

先日，私どもの学科の学生が，親睦をはかるとの乙と

で， 20人ほどで車に分乗し，往復 1300km の東北の秋

を楽しんできた.車での旅は内輪の社会の移動でしかな

い， とし、くら鳴いたところで， 日本ではこれが合利的な

のでしかたがない.

イギリスでもこの程度の施策では下駄を脱がせるなど

覚束なかろう.しかし何と大胆なやり口であることか.

各駅には，車の混雑からのがれて，やっと海にたどりつ

いた家族が，車をおっぽり出して服のまま海に飛び込ん

でし、るポスターを飾って，汽車でゆくほうが楽じゃない

かと呼びかけている.“タ:9"'''で走れる“自動車専用道路"

モーター・ウェイの縦横に走るイギリスの道路は，日本

に比べれば車が生き生きと走っている.やはり，と言お

うか，夏の金曜の夕方はロンドンをのがれ出る車の列が

延々と続く.

省エネも，ただひたすらに我慢をお願いするのではな

く，利用者の立場にたってとりつきやすい代替策もたて

て，ふだんからそれとなく使っていただくことのほうが

大切ではなかろうか.石油に代る新エネルギーの開発に

最重点がおかれるべきではあるが，つぎのシステムに移

行するためのソフトウエアにも，絶えず気を払うことが

大切であると思われる.

をしている技術，他方で大きな革新を求められている技

術とさまざまですが，技術開発をめぐってその評価と予

測に関する問題は最近大いに話題になっており，本号の

特集を企画しました.砂新しい表紙についての感想はい

ろいろですが，大方のご理解を得られたものと安心して

います.気分を一新して今後は内容面でも一層の充実を

は大きく変革しつつあるといわれています.急速な革新 はかる所存です. (M) 
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